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研究の目的

第１報では殺菌効果のある照射距離と時間との関係を

細菌，酵母，カビそれぞれ数種類について実験した結果

を報じた。今回は殺菌灯に対する菌の抵抗性には，生長

過程による経時変化，あるいは同一菌の中にも差異があ

るのではないかと思えるが，それについての報告がない

ので実験した。

研究の方法

培養日数を異にする菌列を作り，それぞれから，第１

報により菌の希釈懸濁液を作成。これをペトリ皿の中央

に0.5  cc滴下して，ナショナルGZ 110 －ＯＷ 殺菌灯40

cm の距離から照射した後， 溶解した培地を混和し て平

板となし，細菌は37 °C， 酵母とカビは25 °Ｃ で培養し

て生育するコロニー数を数え，対照に対する生残串を求

めて抵抗性を知った。

結　　果

一般的にいって細菌，酵母，カビ共に培養日数の古い

ものの中には抵抗性の強いものがあり，また細菌の芽胞

形成菌は芽胞を形成すれば栄養体の時より抵 抗性 が あ

り，カビの胞子は菌糸よりも抵抗性であリ，従って照射

距離と時間との関係を論ずるにあたり, 菌 種による違い

とあわせ菌の経時変化等を考慮する必要のあることがわ

かった。


